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１ 課題を取り上げた背景 

 森林管理には、林分状況等の精度の高い森林基礎データの把握が重要となっ

ており、当局では地上型三次元レーザースキャナ（以下「ＴＬＳ」と呼ぶ）等

のＩＣＴ機器を導入し、樹高や胸高直径等の精度検証や作業功程を調査し検証

を行ってきています。 

 しかし、樹高については、枝葉によりレーザーの照射が遮られ低く計測され

る等、測定値にばらつきが生じる結果となったため、補正の検討が課題となっ

ていました。 

 

２ 取組の経過 

据置型のＴＬＳにより樹種、林齢等様々な林分での計測を行った結果と、測

量機器を用いて計測した樹高との比較を行うことで、計測方法や、補正方法を

検証しました。 

また、それを補完するものとしてＴＬ

Ｓで得ることのできるデータと、ＵＡＶ

を用いて得ることのできるデータを組

み合わせて（写真１）、実測値に近い樹高

や胸高直径のデータを取得しようと試

みました。 

 

 

 

３ 実行結果 

 調査結果から、樹高が 20ｍ

を超える立木の樹高について

は、ＴＬＳでは実測値より低

く計測される傾向が見られま

すが、ＵＡＶを用いて得るこ

とができる樹頂点の標高デー

タから、ＴＬＳから得られる

樹木それぞれの地上高のデー

タを引くことにより算出され

た樹高データについては、実

測値に極めて近い値となりま

した（図１）。 

 

４ 考察 

ＴＬＳとＵＡＶを連携させた樹高計測については、極めて精度が高く、今後

十分に活用できるものであると考えます。 

現時点でＴＬＳでは樹種の判

別は不可能ですが、ＵＡＶによ

る空撮のオルソ画像の解析（写

真２）により、今後は樹種の判別

等も可能となり得ることから、

広葉樹の調査でもＴＬＳとＵＡ

Ｖの連携させることで効率的な

調査が出来ると考えられます。 

 （写真１：ＴＬＳとＵＡＶの連携） 

（図１：ＴＬＳとＵＡＶによる樹高の計測概念図） 

（写真２：ＵＡＶから得たオルソ画像の解析例） 


